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本の国には全国津々浦々、 皮様々な祭りの風景があります。そこに り、山

車、山鉾、だんじりなど、いろいろな形があり、多様な地域性をもって、祭りがおこなわれ

ています。その風景を眺めると、何が人々の心をここまで駆り立てるのかと思わずにはいら

.れません。「祭り」という語には、様″な意味があります。簡単にいえば、神霊を迎え、不浄

を避け慎み、食べ物などを供え、饗応することであると言えます。人及が真心を尽<して神

を祀ることにより、神意に通じることができると信じられてきました。また実際の祭りは、

二つの部分に劣けることができます。

一つは神職が奉仕をする神事・祭典の部分。もう一つは、いわゆる神賑わいと言われる部

分。神賑わいは、波太神社にはやぐらの曳行
。宮入 (宵宮)神輿渡御 (本宮)が挙げられま

す。やぐらは、神社が管理運営していません。各地区の財産としてやぐら部屋 |こ保管管理運

営しています。昔は、やぐらは地区の田畑を曳行し、食べ物が豊作でありますようにと、祈

願されたと闇われます。昔は食べ物がなかったら死ぬしかなかったからです。自然の恵みや

風水害にならないようにと祈つたのかもしれません。日本民族は、ハ百万の神という言葉に

象徴されるように自然や祖先を神として崇敬し、それらを祀る祭祀を連綿とおこなってきま

した。その営みの中に、神の気配を感じてきたのではないでしようか。とくに「祭り」神輿

祭り (本宮)の中に、人長が心を一つにして共に汗を流すことによって神の存在を心で感じ、

体で感じるということが具現化されているのではないかと思います。一人の力では動かすこ

とのできない重い神輿を、同じ思いをもった人達が力を含わせ担ぎ上げる、それは非常に大

きな労力を必要とします。当日は広い範囲を廻り、昇手達は疲れ切つた中にあっても、掛け

声を3長り上げ、無むの行為の中に、神の気配を感じています。その時の昇手達は

理屈では、表現できない、金銭に換算することのできない無償の行為として

奉仕をしています。その祭りを支える根底にあるものはやはり、秘められた

信仰の力であり、まさに神人和楽・神人―体の世界であると思います。

波太神社宮司  葉坂 二朗
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阪南市こ神武天皇 ④ 中日本土の交通軍情 ②
「芝」こ「塚」、「芝」こ「古墳」の間籠から

来

《ご存知ですか》  7ッ クファン
‐
広報部会

‐

広報部会は図書館ボランティアだより「絆」を2008年 4月第 1号から年間3回 (6月、
10月、2月)発行しています。発足当初は3名だった部員も今や9名となり、今年は新年会
で楽しく食事をしながら会議をした後、司馬遼太郎記念館や田辺聖子文学館を訪ねました。,,

編集会議や印刷の作業は、わいわいがやがや|こぎやかで楽しいのですが、原稿集め特に「私

のおすすめ (本)コーす一」では苦労をしています。ジャンルは自由 (図書館|こある本)で〆

切もありませんので 350字程度にまとめたものを図書館のカウンターに届けていただければ
助かります。ご協力をお願いし哉す。ボランティアだより「絆」は、図書館の利用者やサポー

ターの心のつながりとなれる広報紙をめざしていきたいと思つています。日頃の活動を通して

率直な思いを綴つた原稿もぜひお寄せ<ださい。               鉤船 廣子

前
回
は

″
中
国
で
は
道
路
も
渡
れ
ま
せ
ん
よ
、
と
い
い
ま
し
た
が
、
実
は
私
は
信
号
も
な
い
上
海
の

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
道
路
を
走
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関
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が
あ
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と
が
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が
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」
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「
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あ
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触
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い
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。
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「す
す
ツ
カ
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り
」
で
は
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供
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を
し
た
上
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芝
」
を
門
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に
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り
、
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を
起
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参
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め
て
い
る
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つ
ま
り
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き
る
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阪
南
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山
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大
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府
柏
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岳
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る
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墓
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う
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葺
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し
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と
し
て
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を
守
っ
て
い
る
。
阪
南
市
で
も

「
芝
」
は
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セ
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ト
関
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あ
り
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こ
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の
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が
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る
と
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う
こ
と
は
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逃
せ
ず
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や
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り
神
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天
皇
が
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た
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が
高
＜
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南
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縁
が
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と
指
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る
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『快適生活のススメ』  山崎えり子ノ著
鰺 ないモノでゆたかに暮らす』大原照子ノ著

《児童書》
『よるくき』  酒井駒子ノ著

借成社

親しい人の出産祝には昔から絵本を贈っています。最近は反達のお孫さんに贈ることも多

<なりました。誰もが頷<林明子著『きゆつきゆつきゆつ』、ちよつと大き<なった時に読

む『よる<ま』をまず選びます。『よる<ま』は真っ8音な夜の子どもの不安に上手に寄りそ

った絵本です。そしてあと一冊はその時及によつて変わりますが、古典絵本から選びます。

絵本は二十年以上読み継がれている本を与えましょうと昔勉強会で教わりました。

最近孫に、娘と楽しんだ『てぶ<ろ』『タンタンのハンカチ』『とらたとまるた』を読みき

かせたら声をあげて喜びました。世の中の移り変わりの激しさにも、幼い心は変わらないの

だと改めて感じ嬉しくなりました。もう少し大きくなった子どもたちに、大好きなエッツや

カリジェの絵本をまた贈りたいと、夢は拡がっています。

わ
た
し
が
〈フ
ハ
マ
っ
て
い
る
本
は
、
『
若
お
か
み
は
小
学
生
′
ｏ』
で
す
。

わ
た
し
が
こ
の
本
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き

っ
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は
、
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こ
の
本
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っ
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て
＜
れ
て
、
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ご
＜
お
も
し
ろ
か

っ
た
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で
、
ず

っ
と
読
み
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
小
学
六
年
生
の
女
の
子

「
お

っ
こ
」
が
春
の
屋
と
い
う
旅
館
で
小
学
生
お
か
み

（
若

お
か
み
）
を
し
て
い
る
お
話
で
す
。
で
も
、
「
お

っ
こ
」
は
ふ
つ
う
の
女
の
子
と
ち
が

っ
て
、
な

ん
と
ユ
ー
レ
イ
が
見
え
ま
す
′
・　
そ
れ
に
、
春
の
屋
旅
館
に
は
少
し
変
わ

っ
た
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客
様
が
来
て
、

い
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も
じ
け
ん
を
お
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
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、
「
お

っ
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を
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せ
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、
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一
〇
〇
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れ
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か
？

近
年
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様
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も
変
わ
り
、
不
満
を
覚
え
る
方
も
多
々
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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の
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フ
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ー
ま
で
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な
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て
も
、
外
が
し
っ
か
り
し
た
家
な
ら
、
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門
家
に
頼
ま
な
＜
て
も
工

具
も
上
手
に
扱
い
、
自
分
で
住
み
易
く
変
身
さ
せ
て
い
る
方
、
す
な
わ
ち

「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
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子
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が
増

え
、
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れ
に
伴
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ー
ム
セ
ン
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ー
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で
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具
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取
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揃
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で
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。

自
分
で
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え
た
部
屋
で
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を
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め
て
や
り
ま
せ
ん
か
′
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考
に
な
る
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・
・
・
そ
の
前
に
快
適
に
す
る
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に
は
最
低
限
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な
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具
、
物
だ
け
を
残
す
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分
け
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重
要
で
す
。　
一
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も
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あ
り
ま
す
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で
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含

っ
た
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つ
け
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ス
ッ
キ
リ
さ
せ
た
後
、
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コ
ー
す
―
に
あ
る
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参
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に
も

っ
と
高
度
な
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に
楽
し
み
な
が

ら
挑
戦
す
る
の
は
ど
う
で
し
よ
う
か
っ
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『若おかみ勝小学生 f』 花の湯温泉ストーリー

令丈ヒロ子ノ著  亜沙美ノ絵
講談社 青い鳥文庫 匡/□ 8巻まで刊行中



"阪南市
立図書館は日書館サポーターの皆さ春に支えられています"

渉`層⑮予̀写√蓮辟:ギ
:窮Sギ拳プψ咆鯵』蛛IF仄勢騎講鯰蟄ξ

提供冊数は 5,768冊。その うち 1,992冊がもらわれていきました。

◎入場数  279 人    +   団体 2(住 金団地自治会・玉田山福社会)
◎受取人数 237 人        団体 2
◎受取冊数 個人 1901冊 団体

ご参加ありがとうございました。(延べ46人のサポーターの方が手伝ってくださいました)

'1日
4日 (日 )、 平成 25年 2月 2日 (土)*にもリサイクルをおこ翻出詢幌

*2013年 2月 2日 開催の「本と雑誌のサイクル」9:30～ 15:00では、参加者から
のご要望に応え、試みとして 13時以降の入場者には冊数制限なしで本をお譲 りす
ることを計画中です。奮ってご参加 ください !           .

」顔i篇続:庇i目窃躙履館日窮
・
夕″びけ

毎年出版される『図書館年鑑』という本の 2012年版・統計のページからの報告です。
人口別でまとめた「市区町村立図書館の館外個人貸出冊数」。これは図書館にとって、利用

度のバロメータと言えます。今年阪南市立図書館は、人口5万以上 6万未満の 83市区の

中で個人貸出が第 9位 (2011年は 11位)で、冊数は 49万 4千冊でした。

予約受付件数は第 3位。こちらについては、手放 しでは喜べないところもあります。読
みたい本がすぐ読めれば、予約する必要はないですから。あきらめて図書館を利用 してく

れないことよりずっとは嬉 しいのですが、ちょっと複雑です。資料費や蔵書冊数は今年も

ベス ト10入 りしていないにもかかわらず、皆様のご愛顧を賜 り感謝感激です。これからも

よろしくお願いいたします。

占ι′″%`″力晩解を」膠:葬lι満多2″

本や読書など図書館に関する川柳 “としょせん"。 百通近くご投稿いただきました。なん

″と岐阜、栃木、広島など遠くからの郵送参加もありました。作品は 11月 、図書館の誕生日

企画として掲示させていただきます。また新年には、市役所ロビーにてお披露目する予定

です。お楽しみに。

貸出冊数=返却冊数、49万 4千冊は再びの利用を待つため棚に戻さなけれ
ばなりません。この地道な作業に多くのサポーターの方が、携わつてくださって

います。開館前や月末の資料整理日が活動時間です。利用しない分野の本に

触れる機会として喜んでくださる方もおられます。サポーターはいつからで
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91冊  計 1992 冊


